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出席者（敬称略）
〈福島県〉
　福島県商工労働部長 　伊東　正晃
　次長　 鈴木　精一
　商工総務課長　 安部　光世
　産業創出課長　 菅原　晋也
　産業人材育成課長　 齋藤　圭一
　
〈質問者〉
　福島製作所社長 　立石　吉識
　北芝電機相談役 　服部　靖弘
　笠原工業社長 　笠原　賢二
　藤橋歯車鉄工所社長 　藤橋　進一郎
　常磐開発元社長 　菅　榮藏
　
〈日刊工業新聞社〉
　専務 　佐野　友昭
　福島支局長 司会 　 阿部　義秀

　福島産業人クラブ（立石吉織会長 福島製作所社
長）、いわき産業人クラブ（菅榮藏会長 元常磐開発社
長）は日刊工業新聞社と共催で、２月 日に「福島復興
産官懇談会」を福島市のホテル福島グリーンパレスで開
いた。東日本大震災からの産業復興をテーマに、復興推
進計画などの進捗状況や医療機器関連産業の集積に向け
た動き、中小企業支援施策など、産業再生に力を注ぐ福
島県の産業政策の取り組みについて、伊東正晃商工労働
部長らと意見交換した。

立石吉識氏福島製作所　社長

服部靖弘氏北芝電機　相談役

「
第
２
次
福
島
県
復
興
計
画
」
の
骨
子
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

再生可能エネルギー関連産業の現状と集積促進に向けた施策について
海
外
呼
び
込
み
マ
ッ
チ
ン
グ
伊
東
部
長

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
伊
東
商
工
労
働
部
長

　
県
は
被
災
地
復
興
を
牽
引
す

る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
育
成
、
集
積
・
促
進
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
産
業
界
に
も

福
島
県
沖
で
計
画
さ
れ
て
い
る

世
界
最
大
級
と
な
る
浮
体
式
洋

上
風
力
発
電
施
設
の
建
設
や
、

い
わ
き
市
で
の
大
規
模
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
施
設
計
画
、
会
津
若
松

市
地
域
で
の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
構
想
な
ど
も
聞
こ
え

て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
産
業

技
術
総
合
研
究
所
が
郡
山
市
に

進
出
も
あ
り
、
非
常
に
明
る
い

話
題
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
我

々
産
業
界
と
し
て
も
大
い
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
伊
東
部
長
　
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
の
育
成
、
集
積
・

促
進
に
向
け
て
、
県
は
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
駆
け
の
地

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
元
々
県
の
総
合
計

画
で
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目

標
と
し
て
２
０
４
０
年
に
１
０

０
％

県
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

に
対
す
る
割
合

を
示
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は

年
ま
で
の
行
動
計

画
で
す
。

年
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
見
込
み
量
は
約

％
で
あ
り
、
産
業
集
積
に
向

け
た
当
面
の
目
標

年
度
と

し
て
、
地
元
企
業
の
育
成
、
製

造
・
施
工
・
運
営
な
ど
幅
広
い

分
野
へ
の
新
規
参
入
、
浮
体
式

洋
上
風
力
発
電
実
証
研
究
事
業

の
実
施
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

具
体
的
に

年
度
は
何
を
や
る

の
か
。
人
材
育
成
で
は
テ
ク
ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
、
福
島
高
専
な
ど

で
の
技
術
者
、
研
究
者
の
育
成

を
進
め
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
で
は
、
す
で
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
推
進
研

究
会
を
ス
タ
ー
ト
。
企
業
・
大

学
な
ど
約
４
０
０
会
員
が
、
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど

４
つ
の
分
科
会
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
産
総
研
に
よ
る
福
島
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
拠
点

の
整
備
は
、
蓄
電
池
の
研
究
開

発
に
も
取
り
組
む
計
画
で

年

４
月
に
も
開
所
す
る
予
定
。
開

所
前
か
ら
県
内
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
場
を
設
け
て
い
く
考

え
で
す
。
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
実
証
研
究
事
業
は
来
年
度
に

も
２

の
風
車
、
最
終
的
に

は
７

の
風
車
で
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
計
画
。
研
究
の
過
程

で
、
製
品
開
発
の
参
入
機
会
を

探
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た

月

に
開
催
予
定
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
フ
ェ
ア

Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｆ
ふ
く
し
ま

に
海
外
企
業
を

呼
び
込
み
積
極
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
展
開
し
て
い
く

方
針
で
す
。

　
福
島
県
で
は
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
速
や
か
な
復
旧
復
興
を

目
指
し
、
２
０
１
１
年
８
月
に

有
識
者
ら
に
よ
り
「
福
島
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
り
組
み
、
事
業
な

ど
を
示
し
た
「
第
１
次
福
島
県

復
興
計
画
」
を
策
定
。
さ
ら
に

年
に
は
よ
り
現
状
に
沿
っ

た
、
新
た
な
被
災
者
へ
の
支
援

策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
第
２

次
福
島
県
復
興
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
支
援
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
福
島
県
の

早
期
復
興
の
核
と
な
る
第
２
次

復
興
計
画
の
骨
子
と
な
る
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や

進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞
か

し
ん
ち
ょ
く

せ
下
さ
い
。

　
伊
東
商
工
労
働
部
長
　
ま
ず

産
業
界
全
体
の
動
き
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
１
２
年
の
経
済
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
と
、

年
の
事
業
所
数

と
比
べ
、

年
の
事
業
数
が
約

１
万
件
減
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
す

る
中
、
統
計
上
の
数
字
は
例
え

ば
鉱
工
業
生
産
指
数
は

年
３

月
で

・
５
、

年

月
が

・
８
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
福

島
県
は
こ
こ
７
カ
月
連
続
で
同

指
数
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
末
に
は
政
権
も
変
わ
り
、
我

々
と
し
て
も
景
気
の
持
ち
直
し

と
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

年

月
に
復
興
計
画
を
見
直

し
、
第
２
次
復
興
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
第
１
次
と
変
わ
ら

ず
に

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に
商
工

関
連
で
は
中
小
企
業
等
復
興
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、

医
療
関
連
産
業
集
積
の
３
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
お
り
、
こ

の
３
点
は
後
ほ
ど
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外

で
は
、
環
境
回
復
で
の
市
町
村

が
実
施
す
る
除
染
地
域
に
お
け

る
住
宅
除
染
の
進
捗
率

年

月
末
現
在

の
実
績
は
約

％
。
道
路
は
約

％
、
農
業
用

地
は
約

％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
除
染
の
進
捗
状
況

で
す
。
現
在
、
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理

状
況
は
仮
置
き
場
へ
の
搬
入
率

が
約

％
、
処
理
が
約

％
。

県
民
の
健
康
管
理
面
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
健
康
管
理
調
査
に

お
け
る
基
本
調
査
の
回
答
率
は

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光

に
つ
い
て
で
す
が
、
８
割
程
度

戻
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
震
災
前
の

年
と

比
べ
ま
す
と
実
宿
泊
者
は

年

９
月
の
段
階
で

９
％
。
最
悪

の
段
階
で
約
７
割
減
で
し
た
。

た
だ
、
団
体
や
修
学
旅
行
の
復

活
が
な
い
の
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
以
上
簡
単
で
す
が
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状

況
の
要
点
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ３月２９日 金曜日 　　


